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図 I N値と S波速度との関係
No目 実 験 式 標準誤差 相関係数
l-12] (m! 5ec) 76 0.4 0.9 
1.60J F 
2 v; = 1l0H"叩 72 0.52 
[ 1∞]3 R=92HO 109 62 0.67 1.13 
1.65J F 
4 明.~= l09No.29 56 0.75 
(100j V; = 1431 . 96 5 0.76 
2.76J E 
6 5;S = 川山V N U1 1「l1008746 1 ji 54 0.76 。F
7 V;=81W" 日日間 53 。78
uωj 8 V; = II H' H 1 1.68 52 0.78 
2.36J E 
[100l[1∞[ 日 MJ=15187 0.91 51 0.79 
2.63 J F ι1.13J F 
10 UJ=89N024Ha16 (1i|1010980521 j 1 lp 51 0.79 
[ ~∞)(100l 1 V~= I郎町且1内， 1 i 5'1 1I ~:~ 47 0.83 2:; J ， I ?:
E l 1.26 J F 
12 ト l川jzj 45 0.84 
1.93J E 
[100j 13 V~=91N'." H'" 1.51 4 0.85 
1.93J E 
14 同=12lN(13![ijl 4 0.85 
188EiF 
[1∞L [~∞j 15 V~ = 10日U仏凶'H白仏川IU 13 0086 7 42 0.86 























































V， =100NO.15Ho.IO 11.33洪積層 10.87シルト






ここで各単位は， V，: m/sec，H: m，ρ: g/ccで、ある。
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注目するならばヲ図 5あるいは図 6に示した増幅度 6以
上のメ yシュでは地震被害危険度は高いと考えられる。































。 .~一一一一一γ0.5 10 



































(l)I.Herrera and E.Rosenblueth: Response Sp巴ctrurn






所桑報，第8巻， p.149-151， 1961 
(4) 太田裕ョ後藤典俊 Si皮速度を{也の土質的諸指標か




のSi皮速度測定調査報告(第 4報)ヲp1-35， 1977 
(7)飯田汲事3 正木和明，谷口仁土:常時微動測定による
名古屋地盤の娠動特性と震害についてラ愛知工業大学
研究報告ラ VoLl2B，p127~134 ， 1977 
(8)飯田汲事5 正フミ平日明，坪井平Ij弘 :S波多重反射理論に
よる名古屋地盤の地震応答計算ヲ愛知工業大学研究報
告ヲ VoU3B，p.181-190， 1978 
(9)飯田汲事名古屋市における既往の地震とその災害，
名古屋市防災会議地震対策専門委員会， p.l-78，1974 
(10泊度目汲事，正木和明ヲ楓重彦.名古屋地盤の振動特性
に関する研究，愛知工業大学研究報告ヲ VoL13B， 
p.191-200， 1978 
233 
